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1.次世代の購買⾏動

検索の重要性

「なぜ」検索がさらに重要になるのか？▶▶

検索クエリ：ユーザーニーズの集合体

20代 きれいめ トップス 年代‧好み‧スタイル

スニーカー 24cm  幅広 サイズ‧条件

通勤 バッグ 軽量 防⽔ ⽤途‧機能‧悩み

「検索の重要性」がより⾼まっているAI時代

ー商品検索ー
ユーザーの意図を捉え

最適な商品との出会いをつくる購買基盤

意図に合う
商品を提⽰

購⼊判断の
負担を軽減

0件ヒット
の発⾒

品揃え、商品
情報の改善

購買接点

データ資産
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1.次世代の購買⾏動

エージェンティックコマース市場の拡⼤

AIがECの新たな顧客接点となり、AI経由の売上は今後⼤きく拡⼤

2026年 2028年(推定) 2029年(推定) 2030年(推定)2027年(推定)

3.0兆円

1,500億円

20倍に成⻑

AIの利⽤例

ブランド‧モデル‧価格
などの⽐較

カテゴリや商品の
特徴、選び⽅を理解

新しい商品の
発⾒‧インスピレーション

62 %

55%

46%
出典：McKinsey ConsumerWise (2026年2⽉)参考：https://netshop.impress.co.jp/n/2026/07/24/16456を基に当社作成。中間年は補完推定。

エージェンティックコマースの拡⼤

AIエージェント経由の国内BtoC取引額予測

エージェンティックコマース： AIが購買プロセスの⼀部または全部を代⾏する仕組み
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1.次世代の購買⾏動

ハルシネーションを抑制する鍵

AIが存在しない
商品や仕様を提⽰

→

購買機会の損失

ブランド‧サイトへの
信頼毀損 エージェンティックコマース(＝AIとの連携)

を⽬指すECサイトにとって、必須の要件

質問 外部情報を検索 回答を⽣成

ハルシネーション

エージェンティックコマースの課題

質問 事前にクロールした
知識をもとに思考 回答を⽣成

エージェンティックサーチ

RAG



2.ChatGPTに⾒る検索スタイルの変化
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急速に発展するSearch Bot

⽬的に応じた 3つのBot

GPTBot
学習⽤クローラ

AIの事前学習のために
Web上の情報を収集

OAI-SearchBot
検索インデックスクローラ

検索結果に最新情報を
反映するためWebを検索

ChatGPTにおける検索スタイルの変化

ChatGPT-User
リアルタイムクローラ

ユーザーの操作に応じて
Webページへアクセス

以前

‧事前学習した知識から回答

‧外部検索は補助‧限定的

現在

‧最新情報を取得

‧初⼿から外部を検索を活⽤

この変化に対応するため、ECサイトには何が求められるのか。▶▶



2.ChatGPTに⾒る検索スタイルの変化
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AIに参照される、その先に必要なこと

AI時代に重要な要件

どこに何の情報があるか
把握‧解釈しやすい

情報資産の整備

ハッシュタグ、レビュー、UGC、商品情報、商品属性...
情報資産

⾼性能な検索

‧AI経由のアクセス増加に耐える
‧⾼精度‧⾼速
‧会話の⽂脈を理解

間違った情報を取得 誤った回答

間違った情報を伝える可能性

AIが参照しやすいと判断

参照されるだけではリスクが残る

構造化された商品情報‧ページ



3.整備すべき情報資産
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情報資産1:コンテキストを伝えるハッシュタグ

ユーザーの関⼼‧利⽤意図が凝縮された

「タグ化されたcontext情報」＝「特徴量」そのもの

膨⼤なデータから「特徴量」を抽出し、

ユーザーが求めるワードとして判断

⾃宅で洗える

UVカット

軽量

夏コーデ

ハッシュタグが整備されていないサイト ハッシュタグが整備されたサイト

×データをすべて解析する必要がある
×商品の特徴を読み取りにくい
→正しい情報として認識されない

✔特徴を正確に理解できる
✔すぐに特徴量を返せる
→正しい情報として引⽤されやすい

ユーザーが求めるワード

特徴量

＃⾃宅で洗える

＃UVカット

ユーザーの関⼼‧意図 ハッシュタグ

AIのプロセス

ハッシュタグ



3.整備すべき情報資産
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情報資産2:信頼性を⽀えるUGC

authenticity(信頼性‧真正性) = 推薦の根拠

ユーザーによる裏付け情報
→authenticityが⾼い

これらの「正確な情報」を⽣成AIに届けるには？ ▶▶

UGC

UGCは「信頼できる裏付け情報」＝AIが根拠にしやすい情報資産

情報収集 信頼性を評価 根拠として採⽤ 提案

AIの判断プロセス

AIが「信頼できる」と判断しやすい特徴

実体験‧具体的 時系列情報 視覚的証拠 信頼できる投稿元 共感‧反応

ユーザー⽣成コンテンツ
(レビュー、⼝コミ、FAQ…）



4.AI時代に求められるECサイトとは
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AIは複雑な条件で
検索を繰り返すため

⾼性能な検索が不可⽋

求められる検索性能

あらゆるECで必要にハイエンドEC

‧複雑な⽂脈を理解
‧⼤量アクセスに対応できる処理性能

⾼性能な検索の需要

求められる性能AIによる検索

‧複雑な条件での検索
‧検索回数が多く負荷が⾼い

ü ⼤量アクセスを⾼速処理
ü ⼤量のデータをリアルタイムに取得‧返却
ü AIの決定スピードを⽀え機会損失を最⼩化

AI Chat

「⾼速な検索」は

エージェンティックコマースにおいて⼤きな強みになる



4.AI時代に求められるECサイトとは
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参照される

構造

‧AIがクロール‧アクセスできる
‧サイトの構造化

検索の精度‧性能がAIの回答品質を左右する

正しい情報となる

情報資産
正しく伝える

⾼性能な検索技術

‧コンテキストを伝えるハッシュタグ
‧信頼性を強化するUGC

‧⾼速、安定的に処理
‧最適な情報を正しくAIに返す

AIに正しい情報を届けるECサイト
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当社の実績

豊富な導⼊実績ZETA SEARCH

EC商品検索‧サイト内検索エンジン
AIによる⾃動最適化と運⽤改善で
ECサイトの検索体験を最適化

⾼速検索

多彩な機能 カスタマイズ可能

⾼度な検索技術
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ZETA HASHTAG ZETA VOICE

ハッシュタグ活⽤エンジン

商品説明やレビューから
関連するハッシュタグを抽出

レビュー‧⼝コミ‧Q&Aエンジン

レビューを複数の評価軸で収集し
サイトコンテンツを充実

多軸評価

豊富な
レビュアー情報

使いやすい
投稿画⾯

エンゲージメント
の促進

ZETA CX シリーズ

ハッシュタグ
⾃動⽣成 外部流⼊強化

Google検索
での上位表⽰

サイト内
回遊率向上
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導⼊企業紹介
ZETA VOICEZETA SEARCH ZETA HASHTAG ZETA AD ZETA RECOMMEND

化粧品モールアパレル
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導⼊企業紹介
ZETA VOICEZETA SEARCH ZETA HASHTAG ZETA AD ZETA RECOMMEND

その他BtoB家電‧⽇⽤品‧⾷品 スポーツ
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https://zeta.inc/download/document https://zeta.inc/contact/products

THANK YOU

製品資料DL お問い合わせセミナー登壇資料DL

https://zeta.inc/download/seminar-others
※セミナー資料のDLは10/2(⾦)まで


